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小
林
地
区
電
気
工
事
業
協
同
組
合

が
、
各
地
区
分
散
し
て
電
気
設
備
の
不

良
器
具
の
改
修
と
電
気
災
害
防
止
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
８
月
の
電
気
使
用
安
全
月

間
に
合
わ
せ
て
、
電
気
使
用
の
安
全
に

関
す
る
知
識
啓
発
を
目
的
と
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

前
日
に
台
風
９
号
が
九
州
の
西
の
海

上
を
通
過
し
た
影
響
で
作
業
環
境
が
悪

い
中
、
野
尻
町
区
域
の
組
合
に
加
入
し

て
い
る
５
事
業
所
の
熟
練
し
た
作
業
員

が
、
最
善
の
注
意
を
は
ら
い
な
が
ら
、

防
犯
灯
の
清
掃
と
電
球
の
取
り
替
え
を

行
い
ま
し
た
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
地

域
の
復
興
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、

野
尻
中
学
校
の
昭
和

年
度
卒
業
生
が

募
っ
た
義
援
金
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ミ
ニ
同
窓
会
の
席
で
「
被
災
地
の
た

め
に
何
か
し
た
い
」
と
い
う
声
が
あ
が

り
、
発
起
人
の
榎

え
の
き

屋や

覚
さ
と
る

さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
知
人
に
寄
付
を
呼
び
か
け
る
と

同
時
に
、
野
尻
町
区
域
の
３
か
所
と
野

尻
町
区
域
と
縁
の
あ
る
市
外
の
３
施
設

に
義
援
金
箱
を
設
置
し
、
広
く
寄
付
を

募
り
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字

社
宮
崎
県
支
部
を
通
じ
て
被
災
地
へ
届

け
ら
れ
ま
す
。
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復
興
に
役
立
て
て

電
気
を
安
全
に

使
用
す
る
た
め
に

認
定
証
交
付
式

39

Ｊ
Ａ
こ
ば
や
し
マ
ン
ゴ
ー
部
会
Ｇ
Ａ

Ｐ
研
究
会
の
ひ
な
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体
認
証

交
付
式
が
行
わ
れ
、
同
会
の

名
に
認

定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
し
て
認
定
書
を
受
け
取
っ
た

池
田

い

け

だ

美
紀
雄

み

き

お

さ
ん
は
「
認
証
を
受
け
る

に
あ
た
り
、
作
業
場
の
清
掃
や
農
薬
保

管
な
ど
を
よ
り
厳
し
く
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
引
き
続
き
消
費
者
に
安
心
安
全

な
マ
ン
ゴ
ー
を
届
け
る
た
め
に
努
力
し

て
い
き
た
い
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

※
Ｇ
Ａ
Ｐ
（Good

Agricultural
Practice

）
と
は
、
農
産
物
の
安
全

確
保
と
、
よ
り
良
い
農
業
経
営
を
行

う
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

（写真）取替作業の様子。
この日は西諸管内一斉にボランティア作業が行

われ、野尻町区域の28箇所で防犯灯の清掃・交換
作業が行われました。

（上）贈呈式の様子
（左）野尻庁舎では、榎屋さんお手製

のアマビーちゃんが来庁者に募
金を呼びかけてくれました。

16（写真）今回認証を受けた方々
東京オリンピック・パラリンピックではＧＡＰ

認証を受けた農産物のみ使用する、と定められて
いることから、これをきっかけにマーケットから
のＧＡＰ認証要求が増えると予想されています。



お
し
ら
せ

日
時

月

日
（
土
曜
）

９
時
～

時

月
１
日
（
日
曜
）

９
時
～

時

場
所

野
尻
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

内
容

絵
画
・
書
道
・
盆
栽
・
生

け
花
・
手
芸
な
ど
の
作
品

が
多
数
展
示
さ
れ
ま
す
。

問
い

教
育
部
野
尻
分
室

℡
（

）
１
１
０
０

全
国
地
域
安
全
運
動

夕
暮
れ
時
の
「
早
め
の
点

灯
」
・
「
ピ
カ
ピ
カ
」
運
動

※
「
い
か
の
お
す
し
」
と
は･･･

・
い
か
な
い

・
の
ら
な
い

・
お
お
き
な

こ
え
を
だ
す

・
す
ぐ
に
げ
る

・
し
ら
せ
る

の
頭
文
字

を
と
っ
た

子
供
が

身
を
守
る
た
め
の
合
言
葉
で
す
。

経
営
・
情
報
支
援
員採

用
試
験

行

事

ト

ン

ベ

イ

・

■
小
林
市
総
合
文
化
祭

（
野
尻
会
場
）

月

日
（
日
曜
）
か
ら

月

日

（
火
曜
）
ま
で
、
全
国
地
域
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
安
全
安
心
の
た
め

に
、
次
の
５
点
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、

防
犯
行
動
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
子
供
の
犯
罪
被
害
防
止

「
い
か
の
お
す
し
（
※
）
」
な
ど
の

防
犯
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
子
供
の

安
全
意
識
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

②
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

夜
間
の
外
出
は
、
明
る
い
場
所
を

選
ん
で
歩
く
な
ど
、
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

在
宅
時
で
も
留
守
電
で
相
手
を
確

認
す
る
、
お
金
の
話
が
出
た
ら
い
っ

た
ん
電
話
を
切
る
な
ど
し
て
、
特
殊

詐
欺
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

④
自
転
車
盗
の
被
害
防
止

自
転
車
を
駐
輪
す
る
時
は
、
必
ず

鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
侵
入
窃
盗
の
被
害
防
止

短
時
間
の
外
出
で
も
、
玄
関
や
窓

の
鍵
を
確
実
に
か
け
、
ポ
ス
ト
な
ど

に
入
れ
ず
、
必
ず
持
ち
歩
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
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20

10

９
月

日
（
月
曜
）
か
ら
１
月

日

（
日
曜
）
ま
で
夕
暮
れ
時
の
「
早
め
の

点
灯
」
・
「
ピ
カ
ピ
カ
」
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

月
か
ら

月
の
夕
暮
れ
時
か
ら
夜

間
に
か
け
て
、
高
齢
の
歩
行
者
が
犠
牲

と
な
る
死
亡
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

自
動
車
と
自
転
車
は
、
夕
暮
れ
時
に

は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
、
交
通

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
は
、
早
朝
・
夜
間
・
夕
暮
れ

時
は
、
明
る
い
目
立
つ
色
の
服
装
を
着

用
し
、
反
射
材
を
つ
け
て
、
自
動
車
等

の
運
転
者
に
「
早
め
に
気
づ
い
て
も
ら

う
」
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

10

21

31

12

県
内
の
商
工
会
、
宮
崎
県
商
工
会
連

合
会
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
職
種
・
人
員

経
営
・
情
報
支
援
員

２
名
程
度

◆
応
募
締
切

月

日
（
金
曜
）
必
着

◆
試
験
日

一
次
試
験

月

日
（
土
曜
）

二
次
試
験

月

日
（
水
曜
）

※
応
募
資
格
等
、
詳
細
は
宮
崎
県
商

工
会
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

10

16

10

31

11

11

第

回

読
書
週
間

74

10

31

17

11

15

44

月

日
（
火
曜
）
か
ら

月
９
日

（
月
曜
）
は
読
書
週
間
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
家
に
こ
も
り
が
ち
な
昨
今
、
お
気

に
入
り
の
１
冊
を
見
つ
け
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
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27

11
小林市立図書館野尻分館の郷土資料

コーナーには、昔の町報や、過去に野
尻町内の団体が自主製作した冊子が並
んでいます。

（
写
真
）
昨
年
度
の
展
示
の
様
子

デジタル機器との付き合い方
私たちの生活の中には、あらゆるところにデジタル機器が存在しています。
新型コロナウイルス感染症の影響で生活に色々な変化が生じる中、デジタル機器を活用して今より

少し快適な生活を送ってみませんか。

携帯機器の活用

ＩｏＴの活用

①センサーを取り付けることで、
窓の鍵をかけ忘れていないか確
認できます。

②遠隔で鍵の状況の確認、施錠・
解錠ができるので、鍵をかけ忘
れても家まで戻る必要はなくな
ります。

③照明・空調等のスイッチは外出
先からも操作できるので、快適
な部屋へ帰宅できます。

④植物へ水やりのタイミングを
知ることができます。

⑤留守番中のペットの様子を確認
できます。

このほか、最適な時期を予測して種ま
き、水やり、追肥等の作業を行ったり、
出荷に適した作物を選別したりと、農作
業の効率化にも利用されています。

①
②

③

④

⑤

ＩｏＴとは「Internet of Things」の略で、様々な物がインターネット
につながることを指しています。

（アプリの例）
・テレビ電話
家にいても親戚や友人と顔を合わせて会話できます。

・ラジオ
・健康管理
体重や血圧の管理、お薬手帳、栄養管理、万歩計など目的に合わせて選
べます。

・見守りサービス
一定の時間操作がない場合は通報するなど、家族の安否確認ができます。

・防災アプリ
天気予報をはじめとした災害情報がわかります。また、登録した地域で
災害が発生すると予測される時は通知が送られてくるものもあります。
※アプリには利用料が発生するものもあります。導入前には必ず利用料
を確認してください。

データ放送の活用
（使い方）
①リモコンの「ｄ」を押してしばらく待つ。（つながるまで数秒か
かります。テレビをつけた直後はつながりにくいです。）
②データ放送の画面に切り替わったら、画面の上（または下、放送
局によって異なります。）に利用できる情報の内容が表示される
ので、見たい色のボタンを押す。
※内容は放送局、番組によって異なりますが、天気予報や防災情
報はほとんどの放送局が掲載しているようです。

※ＢＴＶケーブルテレビではごみの収集日もわかります。

携帯端末に「アプリ」という専用のプログラムを入れることで、電話
やメール以外のことができるようになります。

テレビのデータ放送を利用すると、テレビを見ながら色々な情報を手
に入れることができます。

① ②




